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第９回メディカルジャパン東京 
鳥取県ブース装飾業者募集要項 

 
１．本事業の目的 

県内の中小企業が医療・福祉分野への進出及び販路拡大に向け、大都市圏における専門的な展示

会（以下、専門展示会）への出展を支援することによって、自社製品及び技術力を広く全国へＰ

Ｒする機会を提供し、販路拡大を図ります。 
 
 
２．専門展示会の内容 
 

展示会名 第 9回メディカルジャパン東京 

開催期間 令和 8年 10月 7日（水）～9日（金） ３日間 

開催場所 
幕張メッセ 
（千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1） 

小 間 数 2小間（3面解放） 

出展者数 6社 

１小間規格 ６．０ｍ×５．４ｍ 

ホームページ https://www.medical-jpn.jp/tokyo/ja-jp.html 

 

３．装飾仕様【重要】 
（１）小間位置 
   ・別紙参照。 
（２）小間形状 

・ブース形状 ： 2 小間（三 3 解放） 
・ブース面積 ： ３２．４㎡（６．０ｍ × ５．４ｍ） 
・高 さ ： 展示会事務局にて要項準備中 
・セットバック ： 展示会事務局にて要項準備中 
 

 

＜小間形状図＞ 

 

小間位置は別紙参照。 
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コンセプト 

鳥取県ブースであることが会場内で容易にわかり、来場者が足を止め、立ち寄り易

いブースとする。 

従来の通路に面したブース配置にとらわれず、出展者による展示および相対が効果

的に行えること。 

清潔感のある色配色とするが、周辺ブースも同様な配色が容易に予想されるため十

分に考慮すること。 

必 

須 

事 

項 

設計デザイン 

●２小間（５．４ｍ × ６ｍ＝３２．４㎡） 
●来場者の動線を考慮し来場者が足を止め展示物を見たくなるよう、かつ出展企業

が製品・技術をＰＲしやすく、来場者に効果的に相対できること。 

●四方より鳥取県ブースとわかりやすい装飾であること。 

展示スペース 

●ブースを出展企業数分設置し、来場者が圧迫感を受けないよう解放感を出し、隣

接する通路からの見通しを良くすること。 

●展示台は、出展社の要望に合わせて設置すること。 

●出展企業各社にカウンター用の椅子を１個以上設置すること。 

●出展企業各社が必要とする設備等詳細については、別紙を参照。 

ストック 

スペース 

●出展企業 6社分の荷物を置くことができ、施錠が可能なストックスペースを設置

すること。 

●荷物を置く棚等を設置すること。 

●ストックスペースに机１台と椅子２脚を設置すること。 

事務局スペース 

●事務局出展企業とは別とし、最低限とする 

●受付台、椅子、カタログスタンドを１組設置すること。 

●コンセント１口を設置すること。 

照明について 
●展示品に照明が当たりかつ光量も十分にあること。 

●出展企業の要望に応じて、有料にて追加対応が可能であること。 

出展企業への 

支援 

●出展企業の要望に応じて、製品の展示方法、パネル・ポスター作成等に有料で対

応が可能であること。 

その他 

●会期最終日に、出展企業全 6社がスムーズな撤収ができるよう、十分な数の台車

を確保すること。 

●会期前日から撤収時まで、必ず装飾事業者は常駐すること。また、会期中の運営

管理及び緊急時対応の体制を提示すること。 

●主催者発行の装飾規定および防炎規則を遵守すること。 

 

■その他【注意事項】 

費用負担について 

●出展企業の自社ブースで独占的に使用する物品レンタル料金や、個別利用 する

電気工事費用、及び機器の電気料金など、個別負担額が明確となるものは出展企

業負担とする。（各社が利用する 100v 電源(PC、ディスプレイ等の電源用コンセ

ント)は委託費中で負担すること。） 

●共用部分の経費（共有使用のレンタル料や照明等の電気料金等）など個別 負担

の計算が困難な経費は委託費の中で負担すること。 

納品場所について ●納品場所は、会場の鳥取県ブース設置場所とする。 

出展企業説明会 

への参加 

●採択された場合には、出展企業説明会（令和８年８月２１日予定）にオンライン

で参加すること。 

バーコード読取シス

テム 

●来場者情報が入手できるよう、入場証の QR コード読取アプリを出展者 1 者あた

り 1システム手配済み。 
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■参考事例 
 

 

 

 

                        

                        

                        

                        

                        

                        

               

 

 

 

                                                     

４ 予算額 
 
    １，７００千円（税込） 
 
５ 審査方法 
 
・当財団の審査会において、提出された見積金額、装飾イメージ図等について総合的に審査を行い  

決定します。 

・エントリーいただいた装飾業者様には、オンライン審査会で企画内容のプレゼンをしていただきま

すので、必ずご出席下さい。 

・審査会概要 

日時 ： 令和８年８月４日（火）（予定）   ※開催時間は、別途、ご案内。 

方法 ： Zoom によるオンライン会議方式 

 

・審査基準 

項目 内容 

デザインに関する企画力 集客効果が高いブースか 等 

運営力 ブース設営から撤収までの体制が整っているか 等 

提案力 出展企業への支援としての付帯サービス 等 

※注意：提案内容には、装飾仕様の「必須事項」を必ず盛り込んでください。 

 
 

「第回機械要素技術展」 

鳥取県ブース装飾（４小間 ３方向オープン） 

「第２９回機械要素技術展」 

鳥取県ブース装飾（４小間 ３方向オープン） 
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６ 申込方法・申込先 
 

提案書提出期限までに、下記の書類を下記の提出先へご提出ください。 

 

提出する書類： 

① 専門展示会装飾業者申込書  １部（7/8（水） １５：００必着） 

② 提案書（見積書・イメージ図） ４部（7/29（水） 正午必着、正本１部、副本３部） 

 

※見積書、イメージ図各１部を１セットにして、４セット提出してください。 

※Ａ４版サイズ（カラー）にて作成したものを添付してください。イメージ図の描き方などの  

方法は問いませんが、コンセプトの具現化と装飾に対する提案内容を明確化してください。  

なお、提出いただいた書類は返却いたしません。 

※謝金として１社につき 税込み１５，０００円 をお支払いいたします。 

     

＜提出先＞ 

〒689-1112 鳥取市若葉台南 7-5-1 

公益財団法人鳥取県産業振興機構 

販路開拓第一部 販路開拓第一グループ  担当：磯尾 

   電話：0857-52-6703／ﾌｧｸｼﾐﾘ：0857-52-6673 

   E-mail：tottori-hanro@toriton.or.jp 

 
７ 申込期限 
 
 専門展示会装飾業者申込書  ：令和８年７月８日（水） １５：００必着 

 提案書（見積書・イメージ図）：令和８年７月２９日（水） 正午必着 

 
８ 審査結果 
 
 審査会開催後１週間以内に書面にて通知します。 


